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１.はじめに

　本工事は、尾花沢市名木沢地内における舟戸大橋の右岸側の取付護岸が平成25年7月の出水で

既設護岸が損傷し、橋梁に影響が及ぶ懸念があることから、取付護岸を補修する工事です。

　今回の工事としては、鋼矢板で仮締切を行い既設護岸を取壊し、連結ブロックを設置します。

取付護岸の上流端部が洗掘されないように、根固めブロック（３ｔ型）と袋詰玉石（３ｔ）の

設置を行うものです。

２．工事おける安全確保

　工期は、６月から３月までの１０ヶ月と長く、この間自分自身のみならず、工事に従事する作業

員の安全を確保しつつ工事を完成しなければなりません。本工事では作業員の安全意識の向上と継

続を安全管理の最重要課題に掲げ、現場を施工して行く上で直面した問題に対し創意工夫により実

施した安全管理について報告します。

３．スズメバチ対策

　施工に先立ち、施工箇所近辺の橋桁にスズメバチの巣があったため駆除を行ったのですが、駆除

後２・３日経ってもたくさんの蜂が現場周辺を飛び回っていたので調べてみたところ、蜂は帰巣本

能があるため駆除のときに外出していた蜂は元の巣の場所に戻ってくとのことでした。刺される懸

創意工夫による安全管理について

この取付護岸を補修します。
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念があったため、ペットボトルで作った蜂トラップを設置し対応することにしました。思ったより

効果があり次々にトラップに入っていく蜂を確認できました。トラップを約１か月間設置し１１月

中旬頃に撤去したのですが、多いものだとペットボトルの１／３程度まで入っていました。

　その結果、刺された人は誰も居なかったが、刺された場合の対応として毒液・毒針吸引器を現場

に常備し、すぐに使用できるように作業員と使い方について事前に訓練する場を設けました。

　　　　　　【蜂トラップ設置状況】

　　　　　　【蜂トラップ撤去後】

４．工事車両の安全対策

　現場付近には国道１３号線が走っており交通量が多い事や、現場事務所付近は地域住民の方の散

歩コースのほか、大石田町に観光に来られた方がよく立ち寄る所なので、第３者との交通事故等を

未然に防ぐために危険箇所マップを作成し新規入場者に教育を行い、安全意識高揚のため作業員休

憩所や安全掲示板など目に入る所に掲示を行いました。

　その他に、以前まではトラロープに標識テープを下げて路肩明示をしていたのですが、作業員や

運転手から「暗くなってくると見えずらい･見えない」「風で標識テープが１か所に集まっている」

等の話が上がって来ていたので、トラロープの代わりに以前使用していた標識テープより、丈夫で

幅が広く鮮やかな標別テープに変えたところ路肩明示が解りやすくなり、とても好評で良い注意喚

起に繋がりました。トラロープを使用するより設置する手間も早く簡単で、コストも断然安く済ん

だので、これから継続して使用していきたいと思います。



　　　　　　　【危険箇所マップ】 　　　　　　　　　【路肩明示設置状況】

５．熟練作業員からの現場指導

　建設作業員の人手不足が深刻化していることや、技能職は高齢化が進み十分な人手が確保できず、

安全対策を熟知した熟練作業員不足を補う実践的な現場指導・建設業に不慣れな未熟練の作業員へ

の教育の充実が必要とされている現在、当社でも型枠工などの技能職の作業員は高齢で人手不足な

状況です。複数の現場を掛け持ちする事も少なくありません。本工事も小口止等の型枠作業があり

型枠工に作業をお願いしなければなりませんでした。図面を見ながら打合せを行っている時に、型

枠工から「俺達も歳だし、他に若くて代わりになるような人いねべがにゃ」という話があったので、

型枠工の経験の浅い作業員を２人ほど現場指導しながら作業してもらう事にしました。

　施工的な事から作業中の安全対策、どこに危険があるかなど細かく指導してもらいました。指導

する方もされる方も真剣に取り組んでくれたので、お互い良い経験になり安全に対する意識が向上

したと思います。自分にも良い経験になり、これからも今回のような現場指導を継続していきたい

と思いました。

【現場指導状況】



６．おわりに

　本工事は平成２６年６月２１日から平成２７年３月９日の約１０ヶ月の工期、この長い期間無

事故でここまで来たことは本当にうれしく思います。こちらの考えや形式ばったものを作業員に

押し付けるような事ばかりではなく、実際に作業する作業員の意見を取り入れることによって作

業員の仕事に対する責任感・安全意識の向上に繋がり、現場全体の無事故・無災害に繋がってい

くという事が勉強になりました。

　これから降雪も増えると思います。反省点も多々ありますが今後に活かし、工期終了まで気を

抜かないで現場作業員と一丸となって「安全優先」を基本として無事故、無災害を続けていきた

いと思います。これまで施工にあたり指導して頂いた大石田出張所の皆様、本工に関わるすべて

の方々、地域住民の方々に感謝申し上げます。

【現場指導状況】


